
株主・投資家とともに

IR活動に関する考え方
安川電機グループ企業行動規準の中にも、企業情報を積極
的かつ公平に開示することが定められており、この精神に基
づいてＩＲ活動を行っています。
企業価値向上に向けた取り組みを強化するとともに、継続的
な情報開示を通じて、経営の透明性を高めていきます。

日頃の情報交換に加え、工場見学等で
当社製品への理解を促進
当社グループでは、ＩＲ活動を株主・投資家との双方向のコ
ミュニケーションと位置付け、情報交換の場をできる限り多く
持つように努めています。
2010年度は国内外の機関投資家に対し、延べ893件、約
1,800名の取材対応を行うとともに、より深く当社をご理解
いただくため、９月には環境エネルギー事業説明会を開催し
ました。また、工場見学や展示会でのブースツアーなど当社製
品を間近にご覧いただく機会も増やしています。

株主還元について
株主の皆様への安定的かつ継続的な配当および経営基盤の
充実と今後の事業拡大のための内部留保を基本とし、あわせ
て、業績、経営環境及び財務状況等を総合的に勘案して決定
することとしています。
2011年3月期は、１株当たり２円の中間配当と１株当たり
４円の期末配当をあわせ、年間で１株当たり６円とさせていた
だきました。

「社会的責任投資（SRI）」インデックスへの採用
当社グループは、環境対策や社会貢献等のCSR活動への取
り組みを評価され、国際的なSRI指標である「FTSE4Good 
Global Index」の構成銘柄に2004年3月より継続採用さ
れています。

また、日常的にコミュニケーションを図りにくい海外投資家と
の情報交換においても、海外への投資家訪問をはじめ、証券
会社主催のカンファレンスへの参加、電話会議なども積極的
に行っています。
さらに、ホームページの株主・投資家情報サイトにおける公開
情報の充実を図っていきます。
こうしたIR活動の過程で寄せられた、株主・投資家の皆様の
ご意見については、速やかに社内にフィードバックし、今後の
企業経営や事業運営の改善につなげていきます。

2011年3月期　決算説明会（2011年4月）

■ 決算説明会
■ 四半期決算後のスモールミーティング
■ 環境エネルギー事業説明会
■ 中国（上海）の工場見学およびIR取材
■ 海外投資家訪問（米国・英国・香港・シンガポール）
■ 証券会社主催のカンファレンスへの参加

2010年度の主なIR活動

環境エネルギー事業説明会
（2010年9月）

株主・投資家の皆様にタイムリーかつ公正な情報開示を行うとともに、
コミュニケーションを通じて寄せられたご意見を事業運営の改善に
つなげるため、積極的にＩＲ活動を展開しています。

40




